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わがゼミ案内�
Welcome to Our Seminar

Vol. 9

通用する人になってみせます！！�

そんなんじゃ�
社会で通用�
しないよ！�

（片山先生の口癖）�

片
山
先
生
が
教
室
に
入
っ
た
瞬
間
、
い
っ
せ
い
に

響
く
ク
ラ
ッ
カ
ー
の
音
。
突
然
の
こ
と
に
驚
い
た

様
子
の
先
生
で
し
た
が
、
学
生
達
の
「
お
め
で
と

う
ご
ざ
い
ま
す
！
」
と
の
声
に
、
思
わ
ず
笑
顔
が

こ
ぼ
れ
ま
す
。
こ
の
春
か
ら
流
通
科
学
部
の
教
授

に
昇
任
さ
れ
た
先
生
へ
の
、
学
生
達
か
ら
の
サ
プ

ラ
イ
ズ
で
し
た
。

「
片
山
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
・
ゼ
ミ
」
は
、
別
名

を
「
マ
ー
ケ
タ
ー
養
成
塾
」
と
い
い
ま
す
。
３
・

４
年
次
の
２
年
間
を
た
っ
ぷ
り
使
っ
て
、
経
営

者
・
ス
タ
ッ
フ
の
立
場
か
ら
「
商
品
が
売
れ
る
仕

組
み
」
を
考
え
る
内
容
で
す
。

３
年
次
で
の
、
事
例
に
基
づ
い
た
業
界
分
析
や
、

実
際
の
商
品
の
強
み
・
弱
み
の
分
析
を
こ
な
し
た

成
果
を
、
４
年
次
で
の
自
ら
設
定
し
た
テ
ー
マ
の

研
究
で
発
揮
、
卒
業
論
文
と
し
て
ま
と
め
る
の
で

す
。座

学
が
中
心
で
す
が
、
論
文
や
文
献
を
読
む
だ

け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
社
会
人
顔
負
け
の
市
場
調

査
な
ど
、
実
習
に
匹
敵
す
る
ほ
ど
の
内
容
が
展
開

さ
れ
て
い
ま
す
。
企
業
か
ら
の
依
頼
で
、「
ケ
ー

タ
イ
の
ブ
ラ
ン
ド
選
択
の
基
準
は
何
か
」
な
ど
、

実
際
の
商
品
の
リ
サ
ー
チ
を
す
る
こ
と
も
。

講
義
中
に
は
、
自
分
の
意
見
を
発
表
す
る
機
会

も
多
く
設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
日
々
「
プ
レ
ゼ
ン

力
」
を
鍛
え
ら
れ
て
い
る
片
山
ゼ
ミ
の
学
生
達
は
、

企
業
の
採
用
試
験
の
グ
ル
ー
プ
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
な

ど
で
主
導
権
を
握
り
や
す
い
の
だ
と
か
。

更
に
、
学
生
の
う
ち
に
生
の
市
場
に
触
れ
ら
れ

る
機
会
が
多
い
の
も
片
山
ゼ
ミ
の
魅
力
の
一
つ
で

す
。
講
義
室
を
飛
び
出
し
て
、
呼
子
商
店
街
で
の

イ
ベ
ン
ト
に
出
店
し
、
地
域
活
性
化
に
一
役
買
う

こ
と
も
。
そ
し
て
、
講
義
後
や
、
夏
・
春
な
ど
、

時
間
が
あ
る
時
に
は
、
企
業
の
情
報
収
集
な
ど
を

し
て
、
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
の
プ
ロ
で
あ
る
先
生
の

研
究
の
お
手
伝
い
を
す
る
こ
と
も
あ
る
そ
う
で
す
。

ま
た
、
レ
ポ
ー
ト
の
提
出
が
頻
繁
に
あ
り
、
厳

し
い
こ
と
は
学
内
で
も
有
名
な
話
。
課
題
提
出
、

採
点
、
ダ
メ
出
し
、
次
の
課
題
…
と
、
か
な
り
ス

パ
ル
タ
な
指
導
で
す
が
、
そ
れ
に
笑
顔
で
し
っ
か

り
と
つ
い
て
い
く
の
が
片
山
ゼ
ミ
生
。「
厳
し
い

け
れ
ど
、
や
れ
ば
認
め
て
く
れ
る
」「
社
会
に
出

て
本
当
に
必
要
な
知
識
を
教
え
て
く
れ
る
」
と
、

気
合
い
は
先
生
に
負
け
ま
せ
ん
。

こ
の
前
向
き
さ
こ
そ
が
、
先
生
の
目
指
す
「
よ

き
マ
ー
ケ
タ
ー
」に
一
番
大
切
な
資
格
で
す
。「
い

つ
も
前
向
き
に
、
物
事
の
先
の
先
ま
で
考
え
ら
れ

る
人
に
な
っ
て
ほ
し
い
。」
そ
ん
な
先

生
の
思
い
に
応
え
る
べ
く
、
学
生
達

は
今
日
も
市
場
に
臨
む
の
で
す
。

大いに学び、大いに遊べ！
知識と経験を兼ね備えた「よきマーケター」を育成
きめ細かな指導と、実地の体験を通じて、知識と経験による
相互効果を図る

WAGAZEMI DATA

流通科学部 流通科学科

片山

マーケティング・

ゼミ（マーケター養成塾）

４年生 ２０名
（男子２名 女子１８名）

かた やま とみ ひろ

片山 富弘 教授

◎プロフィール

大手メーカーでの勤務と経
営コンサルタント時代に培
われた、豊富な知識と経験
を活かしたマーケティング
論が人気。新製品開発、ブ
ランド開発、プロモーショ
ン企画などを担当。学術博
士・中小企業診断士・税理
士としての顔も持つ。
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特�集�1

中村学園大学は財団法人大学
基準協会の大学評価（認証評
価）に申請し、２００８（平成２０）
年３月、同協会の定める大学
基準に適合しているとの認定
を受けました。

【今月の表紙】
満開の桜に映える西２

号館。２階の食育館は

人気スポット。

わがゼミ案内
流通科学部 流通科学科
片山マーケティング・ゼミ（マーケター養成塾）

【学内歳時記】

入 学 式
学長訓示

特�集�1

食育館オープン

特�集�2

流通科学研究所 開設
・「日中共同による栄養改善と食品安全に向けた中国栄養大学設立」記者発表会
・特色GP第１回福岡フォーラム開催報告
・セロリプラス Vol.9

【卒業生のページ】

OB・OG MESSAGE

【在学生のページ】
き ら き ら ざ

・サークル紹介 和太鼓部 輝来響楽座
・南里康晴君の激励会がおこなわれました

平成２０年度入試結果
・セロリプラス Vol.10

EVENT & NEWS
・学内の行事 ・学生表彰 ・教員表彰
・教職員の動き
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春

入
学
式

爛
漫
の
今
日
の
良
き
日
に
、
ご
来
賓
各

位
を
は
じ
め
、
新
入
学
者
の
保
護
者
・

ご
家
族
の
皆
様
方
多
数
の
ご
臨
席
の
も
と
、

平
成
２０
年
度
中
村
学
園
大
学
短
期
大
学
部
、

中
村
学
園
大
学
、
並
び
に
中
村
学
園
大
学
大

学
院
合
同
入
学
式
を
挙
行
す
る
に
当
り
、
短

期
大
学
部
６
１
７
名
、
大
学
７
２
８
名
、
大

学
院
修
士
、
並
び
に
博
士
課
程
３４
名
、
合
計

１
、３
７
９
名
の
新
入
学
者
を
本
学
に
お
迎

え
し
、
そ
の
前
途
を
祝
福
す
る
こ
と
が
出
来

ま
す
こ
と
は
、
私
共
教
職
員
に
と
り
ま
し
て

こ
の
上
も
な
い
慶
び
で
ご
ざ
い
ま
す
。

新
入
学
者
の
皆
さ
ん
。
入
学
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。
保
護
者
・
ご
家
族
の
皆
様
方

に
お
か
れ
ま
し
て
も
、
さ
ぞ
か
し
万
感
の
思

い
で
今
日
の
良
き
日
を
お
迎
え
に
な
ら
れ
ま

し
た
こ
と
と
、
本
学
を
代
表
し
ま
し
て
心
か

ら
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。
新
入
学
者
の
中

に
は
、
短
期
大
学
部
、
大
学
、
大
学
院
合
計

２８
名
の
外
国
人
留
学
生
も
参
列
し
て
お
り
ま

す
。
母
国
を
離
れ
、
ご
家
族
と
も
別
れ
、
言

葉
や
日
常
生
活
に
慣
れ
ら
れ
る
ま
で
は
何
か

と
不
自
由
な
こ
と
と
思
い
ま
す
が
、
一
日
も

早
く
そ
れ
ら
を
克
服
し
、
本
学
の
学
園
生
活

に
慣
れ
て
下
さ
い
。

新
入
学
者
の
皆
さ
ん
は
、
将
来
の
目
標
を

定
め
、
本
学
で
学
ぶ
こ
と
を
選
択
さ
れ
ま
し

た
。
人
が
選
択
を
求
め
る
心
に
は
、
好
き
に

な
る
こ
と
が
必
要
で
す
。
皆
さ
ん
は
、
ま
ず
、

中
村
学
園
で
学
ぶ
こ
と
を
好
き
に
な
っ
て
下

さ
い
。
そ
の
た
め
に
は
、
何
故
本
学
で
高
等

教
育
を
受
け
る
の
か
と
い
う
こ
と
を
考
え
て

下
さ
い
。
専
門
領
域
の
知
識
や
技
術
を
修
得

し
、
様
々
な
資
格
を
取
得
し
、
専
門
職
業
人

と
し
て
就
職
す
る
こ
と
の
み
が
皆
さ
ん
の
目

標
で
し
ょ
う
か
。
し
か
し
、
本
学
の
教
育
目

的
・
教
育
目
標
は
そ
れ
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。中

村
学
園
大
学
短
期
大
学
部
は
創
立
５３
年

を
経
て
、
３
万
名
を
超
え
る
卒
業
生
を
、
そ

し
て
大
学
は
、
開
学
４２
年
を
経
て
、
１
万
名

を
超
え
る
卒
業
生
を
そ
れ
ぞ
れ
世
に
送
り
出

し
、
建
学
の
精
神
に
培
わ
れ
た
皆
さ
ん
の
先

輩
の
活
躍
に
よ
っ
て
、
高
い
社
会
的
評
価
を

受
け
て
い
ま
す
。
皆
さ
ん
方
も
今
日
か
ら
中

村
学
園
の
新
た
な
伝
統
を
創
造
す
る
一
員
に

加
わ
る
わ
け
で
す
か
ら
、
入
学
に
当
っ
て
、

学
園
祖
中
村
ハ
ル
先
生
が
掲
げ
ら
れ
た
建
学

の
精
神
を
熟
知
す
る
こ
と
が
肝
要
で
す
。

先
生
は
、
第
一
に
、
人
間
教
育
の
根
幹
と

し
て
、「
日
本
人
と
し
て
の
自
覚
を
持
ち
、

清
節
の
風
を
尊
び
、
感
恩
の
情
に
富
み
、
労

作
に
い
そ
し
み
、
人
格
の
形
成
に
努
め
る
」

と
教
え
ら
れ
ま
し
た
。
労
作
と
は
、
何
事
に

も
辛
苦
に
耐
え
、
学
業
・
勤
労
に
励
む
こ
と

で
あ
り
、
人
は
、
労
作
に
よ
っ
て
人
間
性
や

人
格
を
磨
い
て
い
く
の
で
す
。
こ
の
教
え
は
、

皆
さ
ん
が
将
来
、
専
門
職
業
人
に
な
っ
て
か

ら
も
、
仕
事
へ
の
使
命
感
、
志
、
そ
し
て
倫

理
感
を
備
え
た
社
会
人
と
な
る
た
め
の
必
須

条
件
で
す
。
先
生
は
、
第
二
に
、「
姿
・
形

は
、
心
の
現
れ
で
あ
る
」
と
説
か
れ
ま
し
た
。

皆
さ
ん
も
こ
の
キ
ャ
ン
パ
ス
に
お
い
て
学
ぶ

に
相
応
し
い
服
装
、
高
等
教
育
機
関
で
学
ぶ

平
成
二
十
年
四
月
二
日
、

満
開
の
桜
の
な
か
、

大
学
院
・
大
学
・
短
期
大
学
部
の

入
学
式
が

執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。

新新入入生生のの皆皆ささんんへへ――学学長長訓訓示示――

心身を鍛え、自分に対して真実を求め、
他人にも真心を。

中 村 学 園 大 学
中村学園大学短期大学部 学長 藤本 淳 67
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者
と
し
て
相
応
し
い
言
葉
遣
い
、
さ
ら
に
お

互
い
の
挨
拶
、
教
室
の
美
化
な
ど
、「
中
村

ス
タ
ン
ダ
ー
ド
」
を
守
っ
て
下
さ
い
。
こ
れ

が
等
閑
に
さ
れ
ま
す
と
、
結
局
は
、
心
に
隙

が
出
来
、
学
業
も
疎
か
に
な
り
ま
す
。
先
生

は
、
第
三
に
、「
理
論
と
実
際
の
統
合
を
図

り
、
学
問
と
生
活
の
融
合
を
重
ん
じ
た
教

育
」
の
必
要
性
を
説
か
れ
ま
し
た
。
皆
さ
ん

は
単
に
知
識
を
獲
得
し
、
技
術
を
取
得
す
る

の
で
は
な
く
、
何
か
問
題
を
解
決
す
る
時
、

自
分
の
知
識
や
技
術
を
い
か
に
有
効
に
活
用

す
る
か
を
考
え
る
姿
勢
が
大
切
で
す
。
本
学

は
建
学
の
精
神
と
し
て
実
学
を
重
視
し
て
い

ま
す
。
そ
の
た
め
臨
地
実
習
、
校
外
実
習
、

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
等
、
皆
さ
ん
の
知
識
や

技
術
が
実
践
力
と
な
る
よ
う
な
カ
リ
キ
ュ
ラ

ム
を
工
夫
し
て
い
ま
す
。
皆
さ
ん
の
全
員
が

一
日
も
早
く
中
村
ハ
ル
先
生
の
自
叙
伝
「
努

力
の
上
に
花
が
咲
く
」
を
熟
読
さ
れ
、
本
学

の
建
学
の
精
神
を
体
得
し
て
下
さ
い
。

昨
今
、
学
生
の
ア
ル
バ
イ
ト
が
盛
ん
で
す
。

ア
ル
バ
イ
ト
は
、
ド
イ
ツ
語
の
ア
ー
バ
イ
ト

が
日
本
で
は
違
っ
た
意
味
で
使
わ
れ
て
い
ま

す
が
、
本
来
の
意
味
は
、
労
働
、
研
究
、
著

作
と
い
っ
た
意
味
で
す
。
ア
ル
バ
イ
ト
に
は

社
会
性
の
涵
養
、
就
労
意
識
の
高
揚
、
さ
ら

に
は
保
護
者
の
経
済
的
負
担
の
軽
減
と
い
っ

た
意
義
が
あ
る
こ
と
は
重
々
承
知
し
て
い
ま

す
が
、
不
必
要
な
、
そ
し
て
過
度
の
ア
ル
バ

イ
ト
に
よ
っ
て
、
皆
さ
ん
に
と
っ
て
一
番
大

切
な
学
業
に
支
障
が
生
じ
、
進
級
・
卒
業
も

出
来
ず
、
大
学
を
去
る
よ
う
な
こ
と
に
な
れ

ば
本
末
転
倒
で
す
し
、
私
も
そ
の
よ
う
な
残

念
な
事
例
を
見
て
き
ま
し
た
。
旧
日
本
育
英

会
、
現
日
本
学
生
支
援
機
構
は
、
皆
さ
ん
が

希
望
す
れ
ば
、
奨
学
金
を
ほ
ぼ
１
０
０
％
貸

与
し
ま
す
。
各
自
の
学
習
到
達
状
況
を
よ
く

確
認
し
て
、
保
護
者
の
ご
意
見
も
よ
く
聞
い

て
か
ら
事
に
当
っ
て
下
さ
い
。

在
学
中
に
、
一
時
的
に
精
神
的
・
肉
体
的

原
因
か
ら
、
学
業
が
思
っ
た
よ
う
に
は
か
ど

ら
な
い
と
い
う
こ
と
は
誰
し
も
に
あ
る
こ
と

で
す
。
本
学
に
は
、
指
導
主
任
制
度
を
は
じ

め
、
個
人
情
報
保
護
に
万
全
を
期
し
た
学
生

相
談
室
が
整
備
さ
れ
て
い
ま
す
。
保
護
者
・

ご
家
族
に
も
よ
く
相
談
さ
れ
、
必
要
が
あ
れ

ば
活
用
し
て
下
さ
い
。

本
学
は
、
単
に
専
門
領
域
の
知
識
や
技
術

を
教
授
し
、
国
家
資
格
な
ど
の
取
得
を
目
指

し
た
教
育
を
行
う
の
み
で
な
く
、
建
学
の
精

神
に
則
っ
て
、
２１
世
紀
の
日
本
を
背
負
う
、

心
豊
か
で
、
情
操
に
富
み
、
社
会
性
・
倫
理

性
に
培
わ
れ
た
人
材
を
育
成
す
る
高
等
教
育

機
関
で
す
。
サ
ー
ク
ル
活
動
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
を
通
じ
て
多
く
の
友
人
と
の
出
会
い

を
大
切
に
し
、
心
身
を
鍛
え
、
自
分
に
対
し

て
真
実
を
求
め
、
他
人
に
も
真
心
を
持
っ
て

接
し
、
学
問
へ
の
情
熱
を
高
め
、
友
情
を
育

み
、
学
園
祖
の
ご
遺
訓
「
努
力
の
上
に
花
が

咲
く
」
を
心
に
刻
み
、
皆
さ
ん
一
人
一
人
の

美
し
い
花
を
こ
の
学
園
に
咲
か
せ
て
下
さ
い
。
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食育館�

健全で豊かな食生活を送るために�

「食事の自己管理能力」を養う�

食育推進の場です。�

�

食育館での毎日の食事を通して、�
�

を身につけることを目的とする。�

食育館とは？�

食育館のコンセプト�

食育とは�

食育館の目的�

●生きる上での基本であって、知育、体育、徳
育の基礎となるべきもの�
●様々な経験を通じて『食』に関する知識と『食』
を選択する力を習得し、健全な食生活を実
践できる人間をそだてること�

●どんなものを食べたら安全か危険かという「選
食」の力�
●健康の維持・増進のために「何を」「どれだけ」
「どのように組み合わせて」食べたらよいか�
●食に関する感謝の念と理解�
●食糧や農業に関する問題、環境問題の認識

西2号館2F

◎平日 8：00～17：00　◎土曜 10：00～14：00（第1・3・5）�

特�集�1

ヨーグルト

「今日は何を食べようかし
ら？」ショーケースをみて、
メニューを�
決めましょう。�

ご利用の�

ポイント�

「○○をお願いします」�
それぞれのコーナーのスタッ
フに声をかけて、料理を受け
取りましょう。�

西2号館3F

オープンしました�!

学�生�支�援�

セ�ン�タ�ー�が�

A B

学生証�

ヨーグルト

学生証�
必携�

必ず学生証を�
ご提示下さい�
レジで精算の際には、必ず
学生証を提示しましょう。�

食事バランスガイド�
アドバイス�

  ○○○○○�
○○○○○�

「今日のバランスはどうかしら？」�
レシートのコマで、選んだ食事のバランスを
確認しましょう。不足した料理は朝夕の食事
でとるように心がけましょう。�

オープン�!

応接室�
C

作業�
スペース�

印刷室� 会議室�
2301

非常勤講師室�

学
生
支
援
セ
ン
タ
ー�

学修支援�
オフィス�

ロビー�

1

実習支援�
オフィス�

証明書�
自動発行機�

2

就職支援�
オフィス�
3

生活支援�
オフィス�
4

応接室�
B

応接室�
A １ 学修支援オフィス（教務課）

２ 実習支援オフィス（学部・大学院事務室）

３ 就職支援オフィス（就職課）

４ 生活支援オフィス（学生課）

「
食
育
館
」
に
入
る
と
、
食
品
の
絵
が
描
か

れ
た
大
き
な
コ
マ
が
目
に
入
り
ま
す
。
こ
れ
が

農
林
水
産
省
と
厚
生
労
働
省
に
よ
り
決
定
さ
れ

た
「
食
事
バ
ラ
ン
ス
ガ
イ
ド
」。
一
日
の
食
事

で
「
何
を
」「
ど
れ
だ
け
」
食
べ
た
ら
い
い
か

を
わ
か
り
や
す
く
示
し
た
も
の
で
す
。「
食
育

館
」
の
メ
ニ
ュ
ー
・
設
備
は
こ
の
ガ
イ
ド
に
対

応
し
て
作
ら
れ
て
い
ま
す
。
レ
シ
ー
ト
に
は
食

事
ご
と
の
食
事
バ
ラ
ン
ス
が
提
示
さ
れ
、
何
が

不
足
し
て
い
る
の
か
が
一
目
で
わ
か
る
よ
う
に

な
っ
て
お
り
、
学
生
た
ち
は
自
分
の
食
生
活
を

き
ち
ん
と
把
握
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

し
か
も
毎
日
の
食
事
が
デ
ー
タ
と
し
て
蓄
積
さ

れ
て
い
く
の
で
、
１
か
月
、
１
年
に
わ
た
る
食

生
活
の
傾
向
を
調
べ
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。
ま

た
、
学
生
に
は
一
汁
三
菜
の
定
食
を
中
心
に
、

１
食
あ
た
り
１
０
０
円
の
補
助
（
一
汁
三
菜
定

食
４
２
０
円
が
３
２
０
円
に
）
を
大
学
が
行
う

こ
と
に
よ
り
、
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
喫
食
は
も

ち
ろ
ん
の
こ
と
経
済
的
な
面
で
も
支
援
し
て
い

ま
す
。

ま
る
で
ホ
テ
ル
の
よ
う
な
お
洒
落
な
フ
ロ
ア

で
、
友
だ
ち
同
士
で
ラ
ン
チ
を
楽
し
み
な
が
ら
、

食
生
活
に
つ
い
て
知
識
・
興
味
を
高
め
ら
れ
る

「
食
育
館
」。
中
村
学
園
大
学
・
中
村
学
園
大

学
短
期
大
学
部
の
名
所
が
ま
た
ひ
と
つ
、
増
え

ま
し
た
。

学生の皆さんが利用しやすい事務局を目指
して、次の４つのセクションが１つのフロ
アに集結しました。

履修・成績に関する事項

学外実習及び大学院に関する事項

進路相談・職業紹介・資格取得支援講座などに関する事項

課外活動・経済的支援など学生生活全般に関する事項

新西２号館３階に「学生支援センター」の名称でオープ
ンしています。学生の皆さんがより良い学生生活を送れ
るようにサポートしていきますので、利用してください。
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流
通
科
学
研
究
所
開
設�

流通科学研究所

開設の目的とは
流通科学研究所

５つの大きな特徴

まず、冷凍ギョーザ事件等に象徴
される「食の安全性」の問題があり
ます。日本、中国、韓国の三国間に
おける食料流通は急速に拡大してお
り、すでに食料共同体として、貿易
を中止しては経済と安定した食生活
が成り立たなくなりつつある現状が
あります。
こうした東アジアにおける食の安

全性を視野に入れた食の流通システ
ムの調査、解析から生じる諸問題の
解決のための社会的提言の機能を
もった当研究所の設立は時代の要請
に応えるものです。すでに当研究所
の前身となる流通科学研究室では、
中国、韓国、台湾における食の流通
システム、食の消費システムを主題
とした研究を行い、成果が挙がって
います。
当研究所は、流通科学部、大学院

流通科学研究科を中心に、栄養科学
部、人間発達学部、本学短期大学部
との連携を密にし、まずはアジアの
食の生産、食の安全性、食の流通に
関わる諸問題を学術的に解決してい
こうとするものです。
その上で、順次、医療、自動車、

ＩＣなど、九州の流通特性を生かし
た分野まで研究対象を拡大していき
ます。

当研究所の特徴を５つまとめてみ
ました。
まず、１）研究対象について。前

述したとおり、本学の強みを生かし
た「食」が当面の中心テーマです。
特に、食の安全について。研究はこ
こから始めることになります。
２）研究フィールドについて。ア

ジアの玄関口である特性を生かして、
福岡という地域と中国、韓国、台湾
などアジア全般が研究フィールドに
なります。将来的にはインドも視野
に入れていますが、ベトナム、カン
ボジアなど、流通システムの整備が
遅れている地域への貢献ができれば
と考えています。もちろん、アジア
だけでなく欧米を含めた国際食料流
通の研究を目指したいですね。
３）研究の手法として、学園祖中

村ハル先生以来の「実践の重視」が
あります。多角的に数量分析して実
証していく手法です。しかも「見て、
聞いて情報を収集し、分析考察する
態度」を重視します。私たちの研究
は机上のデータ分析だけでは足りな
いことも多いのです。だから実際に
対象地域に行くこと、たとえば国内
外の卸売市場、小売、物流などの担
当者にそれぞれ話を聞くことが大切
です。「見て、考えて、書く」こと

は、私自身のモットーですね。
４番目に、研究成果の還元があり

ます。学生の教育に生かすのはもち
ろんですが、地域の企業や行政に積
極的に提言を行い、地域経済の活性
化につなげたいと考えます。また国
際シンポを開催し、「中村学園大学
流通科学研究所報」を年１回発行し
て、研究成果を発表します。
５）研究組織について。流通科学

部を中心に、他学部、短期大学部も
含めた全教員から御協力を頂きます。
多様な人材が集まることで、より活
発な議論が期待されます。韓国から
の研究者に続いて、今年度は中国か
らの研究者が教員に加わり、すでに
学内だけでも日中韓の国際シンポジ
ウムが可能ですよ（笑）。

たとえば、同じアジアでも世界の
ハブ港として発展している韓国の釜
山、台湾の基隆や高雄に比べると、
福岡、北九州の港湾整備はまだまだ
です。国際的な流通の視点から、福
岡の果たす役割について、もっとい
ろいろな形で提案していきたいと考
えています。６月２１日には、流通科
学研究所開設記念事業として、日中
韓の研究者による「国際セミナー」
も開催します。興味のある方はぜひ
ご参加ください。講演会も懇親会も
無料ですよ。お待ちしています。

「食」を通して流通のあり方を問う

流通科学研究所
４月に開設した流通科学研究所の取り組みとは？

「流通科学部」は商学部や経済学部と違い、大学の学部としては珍しい存在で、

九州では唯一の学部です。「流通」の機能と役割について教育と研究を行うこ

とを目的に平成１２年に発足しました。今年４月に従来の流通科学研究室をより

発展させた形で「流通科学研究所」が開設されました。今回は、初代所長とし

て４月に本学に着任された甲斐 諭先生に、流通科学研究所開設の経緯と今後

の研究について伺いました。

流通科学研究所 所長

甲斐 諭 教授

かい・さとし

昭和１９年生まれ、宮崎県出身。九州大学大学院博士課程修了、農学博士。
九州大学農学部助手、助教授、教授を経て本学着任。専門は食料経済学。
内閣府食品安全委員会専門委員、福岡県・市等の委員を兼任。
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　中
村学
園の教

員によるちょこっとコラム

CELERY+CELERY+
セ ロ リ プ ラ ス�

「日中共同による栄養改善と食品安全に向けた
中国栄養大学設立」記者発表会

特色GP第１回福岡フォーラム開催報告

平成２０年３月１１日、西鉄グランドホテルで、
「日中共同による栄養改善と食品安全に向け
た中国栄養大学設立」についての記者発表会
が行われました。
会見では「国際貢献は大学の役割」として、
中国政府から要請があった中国栄養大学の設
立に向け協力する方針を説明。続いて、中国
の食品安全や栄養改善のための大型プロジェ
クトを推進する「栄養産業モデル基地構想」
と、その人材養成基地となる栄養大学設立構
想について解説しました。その上で、本学と
上海中医薬大学との１０年以上にわたる学術交
流、産学官連携で「２００６年日中薬膳・機能性
食材博覧会」を成功させた実績、毎年日本で
トップレベルの管理栄養士を養成しているこ
とが評価され、中国政府からの協力依頼が
あった経緯を説明しました。
また、２月１７日に北京で「中国栄養産業モ
デル基地に設置する栄養士養成大学に関する
基本協定」に調印した旨を報告。協力内容に
ついて、おもにカリキュラム設定や指導法な
ど、本学ならではのノウハウ面での協力を行
う旨を説明しました。

平成２０年３月１５日、本学西２号
館におきまして、特色GP第１回
福岡フォーラムを開催いたしまし
た。
中村学園大学栄養科学部ではこ
れまで、栄養士・管理栄養士に求
められる社会的要請に沿った臨床
栄養教育強化に取り組んできまし
た。本取組は文部科学省「特色あ
る大学教育支援プログラム」（特
色GP）に採択され、現在そのプ
ロジェクトの推進に当たっていま
す。
フォーラムでは平成１８・１９年度
の取組を成果報告�と�に絞り、
これらの課題を中心に、報告、討
論をおこないました。
ここにご来場いただきました皆
様へ改めまして御礼申し上げます
とともに、今後とも本取組へのご
理解とご高配を賜りますよう、切
にお願い申し上げます。

何でも聞こうビジネス用語３
流通科学部 講師 秋本 昌士

マーケティングとは、「売れる
仕組みづくり」のことです。企業
は、「売れる仕組みづくり」のた
めに自らが保有する「資産」をう
まく利用しなければなりません。
ここでは、「売れる仕組みづくり」
のための「資産」に関連するいく
つかのキーワードを紹介します。
関係性マーケティング：顧客との
間で長期にわたって「良い関係」
を維持することは、企業がマーケ
ティング活動を展開する際に、さ
まざまなメリットをもたらします。
例えば、「良い関係」を結んだ顧
客は、自ら積極的に友人、知人に
自社ブランドを薦めてくれるかも
しれませんし、自ら新しい製品や
サービスについての提案を持ちか
けてくれることもあります。一方、
顧客のほうも、いちいち細かな契
約を定めたり、相手の仕事を注意
深く監視しなくてもよくなり、仕
事がスムーズに進むというメリッ
トを享受することができます。顧
客との間で長期的な良い関係を築
き、それを「資産」としてうまく
利用してマーケティング活動を
行っていこうという考え方を、関
係性マーケティングといいます。
ブランド・エクイティ：同じ品質
のバッグでも、いわゆる「高級ブ
ランド」のバッグは非常に高い値
段でも売れるのに、無名のメー
カーのものは安くても売れないこ
とがしばしばあります。これは、
ブランドそれ自体が大きな価値を
もっているからです。強いブラン
ドを持つことは、企業にとって大
きな資産といえます。マーケティ
ング論では、ブランドがもつ資産
価値のことをブランド・エクイ
ティといい、いかにしてブラン
ド・エクイティを高めるかといっ
たことが重要な研究テーマとなっ
ています。
チャネル資産：メーカーは、コン
ビニ、スーパー、百貨店、通販、
自動販売機などさまざまな販売
ルート（流通チャネル）から消費
者が買ってくれそうなルートを選
び、そこで商品を販売します。適
切な流通チャネルを確保すること
も、「売れる仕組みづくり」にとっ
て欠かせない「資産」ということ
ができます。コカ・コーラの缶
コーヒー「ジョージア」がよく売
れるのは、「ブランド力」がある
という理由だけではなく、消費者
が「飲みたい」と思ったとき、す
ぐ買える場所に自動販売機が設置
されているからともいえるでしょ
う。まさに、チャネル資産を利用
した「売れる仕組みづくり」の好
例です。

開会の挨拶
学長 藤本 淳
取組の概要
栄養科学部長 坂田 利家
成果報告� 「栄養アセスメント解析用高容
量データ管理システム」の構築
栄養科学部教授 津田 博子
富士通ビジネスシステム 今村 基起
栄養科学部助手 宮崎 瞳
成果報告� 「模擬患者導入による双方向型
教育研修プログラム」の開発
栄養科学部准教授 岩本 昌子
栄養科学部講師 近江 雅代
栄養科学部教授 中野 修治
栄養科学部教授 矢野 治江
栄養科学部３年次学生
薫陶塾代表取締役 黒岩かをる
実施効果の総括
栄養科学部准教授 岩本 昌子
総合討論
座長 栄養科学部教授 中野 修治
閉会の挨拶
栄養科学部長 坂田 利家

１４：００～１４：０５

１４：０５～１４：２０

１４：２０～１４：５０

１４：５０～１５：５０

１５：５０～１６：００

１６：００～１６：３０

１６：３０

出席者は中村量一理事長、藤本淳学長、徳井教孝客員研究員、
三成由美教授、渡邉章事務局長

【プログラム】
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就職課�
コラム�

Hi! Hi!

おいしかったよ、ありがとう。
患者さんから感謝の言葉を聞くたびに

心を込めて作ろうという気持ちが
高まっていきます。

はきはきとしていて笑顔がステキな川原梢さん。勤務先の中

村学園事業部から派遣され、秋本病院で栄養士として働いてい

ます。今年で丸３年目を迎える川原さんは、初心を忘れず日々

のささいなことにやりがいを見出すことが、マンネリ化させないコ

ツだと言います。現在、管理栄養士を目指し、働きながらステッ

プアップを目指しています。

栄
養
士
に
な
ろ
う
と
思
っ
た
の
は
、
高
校
生

の
時
で
す
。
将
来
何
に
な
ろ
う
か
と
考
え
た
時
、

衣
食
住
に
関
わ
る
仕
事
が
し
た
い
と
思
い
ま
し

た
。
食
べ
た
り
料
理
を
す
る
の
が
好
き
だ
っ
た

の
で
、
中
で
も
３
６
５
日
毎
日
欠
か
さ
ず
摂
取

す
る
食
の
プ
ロ
を
目
指
し
て
、
中
村
に
進
学
。

城
田
教
授
の
勧
め
も
あ
り
、
今
の
職
場
で
働
く

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

入
院
患
者
さ
ん
の
食
事
は
約
３０
食
。
そ
れ
に
、

病
院
で
働
く
職
員
の
方
々
の
昼
食
を
３０
食
程
度

作
り
ま
す
。
常
食
、
粥
食
、
糖
尿
、

高
血
圧
、
胃
潰
瘍
、
肝
臓
食
と
多
岐

に
わ
た
る
上
に
、
塩
分
制
限
が
あ
っ

た
り
、
牛
乳
、
納
豆
が
食
べ
ら
れ
な

か
っ
た
り
、
お
一
人
お
一
人
で
注
意

点
が
異
な
っ
て
い
ま
す
。
献
立
の
段

階
か
ら
、
食
材
の
発
注
、
調
理
、
片

付
け
ま
で
、
す
べ
て
の
作
業
に
関
わ

れ
る
の
で
、
と
て
も
勉
強
に
な
っ
て

い
ま
す
。
週
に
一
度
は
、
患
者
さ
ん

の
も
と
へ
行
き
、
食
事
に
つ
い
て
の

感
想
を
伺
い
ま
す
。
患
者
さ
ん
の
お

顔
を
見
る
と
、
心
を
こ
め
て
作
ろ
う

と
い
う
気
持
ち
が
高
ま
り
ま
す
ね
。

早
番
の
時
は
、
家
を
出
る
の
が
朝

の
４
時
半
。
中
村
学
園
事
業
部
か
ら

の
派
遣
者
は
４
人
い
る
の
で
す
が
、

早
番
は
一
人
な
の
で
、
遅
刻
を
し
た

ら
、
患
者
さ
ん
に
朝
食
を
出
せ
ま
せ

ん
。慣
れ
る
ま
で
は
、プ
レ
ッ
シ
ャ
ー

と
緊
張
で
、
３０
分
ご
と
に
目
が
覚
め

て
、
ま
と
も
に
眠
る
こ
と
が
で
き
ま

せ
ん
で
し
た
。
ま
た
、
一
人
倒
れ
た

ら
、
他
の
み
ん
な
に
迷
惑
を
か
け
る
の
で
、
健

康
管
理
に
は
人
一
倍
気
を
使
っ
て
い
ま
す
。

は
じ
め
て
自
分
が
作
っ
た
献
立
を
食
べ
て
く

だ
さ
っ
た
患
者
さ
ん
の
「
お
い
し
か
っ
た
よ
。

あ
り
が
と
う
」
と
い
う
言
葉
は
、
今
で
も
忘
れ

ら
れ
ま
せ
ん
。
い
ろ
い
ろ
な
職
場
が
あ
る
と
思

い
ま
す
が
、
今
自
分
が
い
る
場
所
が
一
番
で
す
。

今
い
る
状
況
を
あ
り
が
た
い
と
思
い
、
初
心
を

忘
れ
な
い
よ
う
に
、
こ
れ
か
ら
も
働
い
て
い
こ

う
と
思
い
ま
す
。

�
挨
拶
�は

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の

原
点
？

昨
年
、
夏
季
期
間
に
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
の
大
学

を
視
察
す
る
機
会
を
得
ま
し
た
。
大
学
運
営
に
関

す
る
視
察
が
目
的
で
、
学
ぶ
と
こ
ろ
が
多
々
あ
り

ま
し
た
が
、
日
常
生
活
面
で
感
じ
た
こ
と
も
幾
つ

か
あ
り
ま
し
た
。
特
に
心
に
残
っ
た
こ
と
は
�
食

�

�

�

�

�

事
�
と�
挨
拶
�
で
す
。
食
文
化
は
日
本
に
有
り
！

こ
れ
が
実
感
で
し
た
。
一
方
、
毎
晩
通
っ
た
コ
ン

ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
で
見
た
も
の
は
、
店
員
と
顧

客
の
�
ハ
ー
イ
��
ハ
ロ
ー
�
の
挨
拶
で
す
。
語

学
力
の
乏
し
い
私
で
も
簡
単
に
で
き
る
こ
と
で
、

こ
の
挨
拶
で
自
分
自
身
幾
分
リ
ラ
ッ
ク
ス
で
き
、

挨
拶
は
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
原
点
だ
な
と
感

じ
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。
大
学
に
帰
任
し
、
窓
口
に

訪
れ
る
学
生
が

用
件
の
み
切
り

出
す
様
子
を
見

る
た
び
に
、

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク

を
思
い
出
す
こ

の
頃
で
す
。

川川原原 梢梢ささんん２２００００３３年年度度短短期期大大学学部部食食物物栄栄養養科科卒卒業業
秋秋本本病病院院（（栄栄養養士士））勤勤務務

KKKKKKKKKKKKKKKKKKKKKKKooooooooooooooooooooooozzzzzzzzzzzzzzzzzzzzzzzuuuuuuuuuuuuuuuuuuuuuuueeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeee
KKKKKKKKKKKKKKKKKKKKKKKaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaawwwwwwwwwwwwwwwwwwwwwwwaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaahhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaarrrrrrrrrrrrrrrrrrrrrrraaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaa



サークル
紹介�

太
鼓
を
通
し
て
、
は
じ
け
ら
れ
ま
す
。

自
信
が
持
て
る
よ
う
に
な
り
ま
す
よ
。

胸
に
響
く
太
鼓
の
音
色
。伝
統
の
曲
か

ら
、リ
ズ
ム
、踊
り
な
ど
全
て
創
作
し
た
オ

リ
ジ
ナ
ル
曲
ま
で
、演
奏
で
き
る
の
は
８
演

目
あ
り
ま
す
。イ
ベ
ン
ト
で
演
奏
す
る
機
会

も
増
え
、ま
す
ま
す
演
奏
に
磨
き
が
か
か
る

太
鼓
部
で
す
。

和
太
鼓
部
・
輝
来
響
楽
座
は
設
立
５
年
目
。

輝
来
響
楽
座
に
は
、私
た
ち
が
輝
く
こ
と
で
、

み
ん
な
が
寄
っ
て
来
て
響
き
あ
っ
て
楽
し
み
た
い

と
の
思
い
が
込
め
ら
れ
て
い
ま
す
。現
在
部
員

は
２８
名
。毎
週
月
、火
、木
曜
の
１６
時
半
か
ら

１９
時
ま
で
練
習
に
励
ん
で
い
ま
す
。

基
礎
リ
ズ
ム
練
習
を
１
時
間
し
た
後
、み
ん

な
で
演
目
を
合
わ
せ
ま
す
。入
れ
替
わ
り
な
が

ら
、太
鼓
を
叩
い
た
り
、途
中
に
は
、踊
り
が
入

り
ま
す
。１
曲
演
目
を
終
え
た
後
は
、は
あ
は

あ
と
息
が
切
れ
る
ほ
ど
体
力
を
使
い
ま
す
。

「
入
学
式
の
時
、和
太
鼓
部
の
演
奏
を
見
て
感

動
し
、入
部
し
ま
し
た
。今
で
は
太
鼓
が
大
好

き
で
す
。太
鼓
は
、私
自
身
を
は
じ
け
さ
せ
て

く
れ
ま
す
。太
鼓
を
通
し
て
自
分
を
表
現
す
る

こ
と
が
で
き
る
し
、自
信
が
持
て
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
」と
は
部
長
の
吉
瀬
沙
美
さ
ん
。

７
月
１３
日
に
は
、少
年
科
学
文
化
会
館
で

和
太
鼓
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
に
出
演
。練
習
に
力
が

入
り
ま
す
。

平
成
２０
年
３
月
１２
日
、
学
友
会
館
３
階
ス
テ
ー
ジ
ホ
ー
ル
に
て
、

世
界
フ
ィ
ギ
ュ
ア
ス
ケ
ー
ト
選
手
権
（
３
月
１７
日
〜
ス
ウ
ェ
ー
デ

ン
・
イ
ェ
ー
テ
ボ
リ
に
て
開
催
）
に
出
場
す
る
流
通
科
学
部
４
年

生

南
里
康
晴
君
（
平
成
２０
年
３
月
卒
業
）
の
激
励
会
が
お
こ
な

わ
れ
ま
し
た
。

会
場
に
は
中
村
量
一
理
事
長
は
じ
め
学
内
関
係
者
や
、
南
里
君

を
応
援
す
る
た
く
さ
ん
の
学
生
た
ち
が
集
ま
り
、
激
励
の
言
葉
を

投
げ
か
け
ま
し
た
。

ま
た
南
里
君
に
は
中
村
理
事
長
が
代
表
し
て
、
教
職
員
・
後
援

会
・
同
窓
会
な
ど
か
ら
届
け

ら
れ
た
支
援
金
が
贈
呈
さ
れ
、

さ
ら
に
学
生
自
治
会
か
ら
は

応
援
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
寄
せ
た

日
章
旗
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

多
く
の
激
励
に
対
し
て
南

里
君
は
「
初
め
て
出
場
す
る

大
会
で
緊
張
し
て
い
ま
す
が
、

実
力
を
発
揮
で
き
る
よ
う
頑

張
り
ま
す
」
と
決
意
表
明
。

た
く
さ
ん
の
拍
手
が
わ
き
お

こ
り
、
会
場
は
熱
狂
的
な

ム
ー
ド
に
包
ま
れ
ま
し
た
。

●
南
里
康
晴
君
世
界
選
手
権
成
績

第
１９
位

（
自
己
ベ
ス
ト
の
１
７
９
・
８
８
点
を
マ
ー
ク
）

南
里
康
晴
君
の

激
励
会
が
お
こ
な
わ
れ
ま
し
た

世
界
フ
ィ
ギ
ュ
ア
ス
ケ
ー
ト
選
手
権
出
場

●部員数／２８名

●部 長／吉瀬沙美
（人間発達学部３年生）

き ら き ら ざ

和太鼓部 輝来響楽座
踊ったり叩いたり、かなりハード

太鼓の楽譜

み
ん
な
仲
良
し
で
、
楽
し
く
練
習
し
て
い
ま
す
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　中
村学
園の教

員によるちょこっとコラム

CELERY+CELERY+
セ ロ リ プ ラ ス�

入試結果�平成20年度�

※競争率は、受験者数／合格者数（小数点第３位以下を四捨五入）

中村学園大学大学院

中村学園大学

中村学園大学短期大学部

おいしいと感じる場所４
短期大学部食物栄養学科 講師

比較社会文化学博士 津田 晶子

航空会社に勤務していた２０代の

頃から海外出張が多かった。観光

目的のパッケージ旅行とは違い、

仕事で行く外国では常に緊張を強

いられる。異国でのささやかな楽

しみは「おいしいと感じる場所」

探し。現地のレストランガイドを

買い、ホテルのコンシェルジェに

お勧めの店を聞き、電話で予約。

食いしん坊の私は海外に行くと英

語ができてよかった．．．と思う。

そんな私が、２月中旬の２週間、

ハワイ大学リーワード校の海外研

修に、短期大学部の学生１８名を引

率した。出発前には「ハワイは食

べ物がまずいでしょう」と同情さ

れ、私も大学のカフェテリアで

ファストフードの２週間になるだ

ろうと半ばあきらめ、胃薬とレト

ルト食品をスーツケースに詰めて

旅立った。しかし、今回もいつの

間にか気がつくと「おいしいと感

じる場所」探しをしていた。

今回の海外研修で「おいしい」

と感じたものから、３つを紹介し

たい。

まず１つめは、大韓航空の機内

食のビビンバ。機内食オタクには

有名だ。ご飯に具をのせ、チュー

ブに入ったコチュジャン（辛子味

噌）をかけて食べる。これにワカ

メスープがつく。

次に、リーワード校内のレスト

ラン、Pearlでのランチ。学長か

ら、橋本俊二郎教授とともにご招

待いただいた。きびきびと給仕し

ていたのは、現地の学生とのこと。

そして、なんといっても、ジャ

パニーズサークルで学生たちが

作った、ほかほかのスパムむすび。

何個食べたかは内緒。

帰国して３日が経つが、怖くて、

まだ体重計にのれないでいる…

競争率
２．１７
１．０５
２．７２
４．３８
３．２５
－
－

１．８８
１．００
３．１６
４．２８
２．５７
－
－

１．４１
１．００
２．０２
３．０７
１．２９
－
－

１．２１
１．０３
１．００
２．３８
４．２４
１．６８
１．３８
－

合格者
８２
１９
１９１
５６
４
０
０
５６
９
９７
３２
７
０
０
３７
５
２００
５８
１４
０
０
３４
３９
７０
３３６
５０
１９
１６
０

受験者
１７８
２０
５２０
２４５
１３
０
０
１０５
９
３０７
１３７
１８
１
０
５２
５
４０３
１７８
１８
０
０
４１
４０
７０
８００
２１２
３２
２２
０

志願者
１７９
２０
５２２
２４５
１３
０
０
１０５
９
３０７
１３７
１８
１
０
５２
５
４０３
１７８
１８
０
０
４１
４０
７０
８０２
２１２
３２
２３
０

募集人員
６７

２０以内
１００
１０
３

若干名
若干名
３４

９以内
５０
５
２

若干名
若干名
３０

５以内
５５
７
３

若干名
若干名
２０

４０以内
５０
９０
７
３
１０

若干名

区分
公 募 制
併 設 校

一 般
大学入試センター試験利用（前期）
大学入試センター試験利用（後期）

外国人留学生
帰国子女

公 募 制
併 設 校

一 般
大学入試センター試験利用（前期）
大学入試センター試験利用（後期）

外国人留学生
帰国子女

公 募 制
併 設 校

一 般
大学入試センター試験利用（前期）
大学入試センター試験利用（後期）

外国人留学生
帰国子女

公 募 制
併 設 校
指 定 校

一 般
大学入試センター試験利用（前期）
大学入試センター試験利用（後期）

外国人留学生
帰国子女

推 薦

推 薦

推 薦

推 薦

専攻

－

幼 児
発達学
専 攻

児 童
発達学
専 攻

－

学部・学科

栄養科学部
栄養科学科

人間発達学部
人間発達学科

流通科学部
流通科学科

競争率
１．３９
１．００
１．００
２．６１
１．４０
１．００
３．２０
１．００
１．００
１．００
２．９３
－

１．２５
１．００
２．０７
－

１．００

合格者
９２
１３
１５
８９
５
１
５
１０
１７６
１９
２７
０
１４８
１５
１０７
０
１

受験者
１２８
１３
１５
２３２
７
１
１６
１０
１７６
１９
７９
０
１８５
１５
２２１
０
１

志願者
１２９
１３
１５
２３６
８
１
１６
１０
１７６
１９
８１
０
１８５
１５
２２２
１
１

募集人員
６７

１５以内
２０
４３

５以内
若干名

５
１０以内
１１０
１０
１５

若干名
１１５

１５以内
６０

若干名
若干名

区分
公 募 制
併 設 校
指 定 校

一 般
社会人

外国人留学生
公 募 制
併 設 校
指 定 校
自己推薦

一 般
外国人留学生

公 募 制
併 設 校

一 般
社会人

外国人留学生

推 薦

推 薦

推 薦

学 科

食 物 栄 養 学 科

キャリア開発学科

幼 児 保 育 学 科

競争率
１．００
１．００
１．００
１．００
１．００
１．００
－

１．００
１．００
１．００
１．５０
１．００
１．２０
１．００
－

１．００
１．００
１．００

合格者
６
１
４
１
１
２
０
１
１
１
２
１
９
２
０
１
１
２

受験者
６
１
４
１
１
２
０
１
１
１
３
１
１１
２
０
１
１
２

志願者
６
１
４
１
１
２
０
１
１
１
３
１
１１
２
１
１
１
２

募集人員

６

３

５

－

１０

区分
推 薦

一般（１次）
一般（２次）
外国人留学生
前 期
後 期
推 薦

一般（１次）
一般（２次）
社会人（１次）
社会人（２次）
転入学
推 薦

一般（１次）
一般（２次）
社会人（１次）
社会人（２次）
外国人留学生

課程

博士前期

博士後期

修 士

修 士

研究科・専攻

栄養科学研究科
栄養科学専攻

人間発達学研究科
人間発達学専攻

流通科学研究科
流通科学専攻

67
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３
月
１４
日
、
平
成
１９
年
度
大
学
院
・
大

学
・
短
期
大
学
部
合
同
学
位
記
授
与
式
が
本

学
体
育
館
に
て
行
わ
れ
ま
し
た
。
卒
業
生
数

は
、
大
学
院
修
士
・
博
士
課
程
２７
名
、
大
学

６
３
９
名
、
短
期
大
学
部
５
４
１
名
。
卒
業

生
の
み
な
さ
ん
、
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

平
成
２０
年
３
月
６
日
、新
校
舎（
西
２
号
館
）

の
竣
工
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

新
西
２
号
館
に
は
、「
食
育
館
」
や
「
学
生

支
援
セ
ン
タ
ー
」（
本
誌
Ｐ
５－
６
参
照
）、

講
義
室
、
研
究
室
、
会
議
室
等
が
入
り
、
多

く
の
人
た
ち
が
利
用
し
は
じ
め
ま
し
た
。

平
成
２０
年
３
月
１５
日
、
大
学
及
び
短
期
大

学
部
に
お
き
ま
し
て
、
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ

ス
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
春
ら
し
い
さ
わ
や

か
な
好
天
の
も
と
、
当
日
は
４
７
２
人
の
受

験
生
や
保
護
者
の
方
々
に
ご
来
場
い
た
だ
き

ま
し
た
。

オ
ー
プ
ン

キ
ャ
ン
パ
ス

で
は
、
入
試

相
談
・
学
生

生
活
相
談
を

は
じ
め
、
栄

養
士
系
、
児
童
・
幼
児
教
育
系
、
企
業
系
な

ど
そ
れ
ぞ
れ
の
分
野
に
お
け
る
模
擬
授
業
や
、

現
役
学
生
た
ち
と
の
交
流
、
ク
ラ
ブ
・
サ
ー

ク
ル
紹
介
、
入
試
説
明
会
な
ど
、
見
逃
せ
な

い
イ
ベ
ン
ト
が
盛
り
だ
く
さ
ん
。
参
加
し
た

受
験
生
か
ら
は
、「
中
村
に
ぜ
ひ
入
り
た
く

な
っ
た
！
」「
在
学
生
か
ら
の
生
の
声
が
聞

け
て
よ
か
っ
た
！
」
と
い
っ
た
感
想
が
多
く
、

大
好
評
で
し
た
。

な
お
、
今
後
の
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
は
、

８
月
２
日
�
、
８
月
２３
日
�
に
開
催
さ
れ
る

予
定
で
す
。

４
月
２
日
、
平
成
２０
年
度
大
学
院
・
大

学
・
短
期
大
学
部
合
同
の
入
学
式
が
本
学
体

育
館
に
て
行
わ
れ
ま
し
た
。
入
学
生
数
は
、

大
学
院
修
士
・
博
士
課
程
３４
名
、
大
学

７
２
８
名
、
短
期
大
学
部
６
１
７
名
。
新
入

生
の
み
な
さ
ん
に
と
っ
て
、
こ
れ
か
ら
の
学

生
生
活
が
充
実
し
た
時
間
と
な
る
こ
と
を
心

か
ら
願
っ
て
い
ま
す
。

学位記授与式新校舎竣工式

春のオープンキャンパス開催�入学式

67
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平成２０年３月末日をもってご退職された先生方の最終講義が、次のとおり開催されました。
各会場には学生や教職員を中心に多くの関係者が参集、講義に聞き入りました。

平
成
１９
年
１１
月
に
「
食
物
栄
養
科
の
あ
ゆ

み
」
第
４
号
が
発
刊
さ
れ
た
。
こ
の
冊
子
は
、

平
成
１８
年
度
の
短
期
大
学
部
食
物
栄
養
科
の

活
動
報
告
書
と
し
て
、
Ｆ
Ｄ
の
推
進
を
は
じ

め
各
種
活
動
の
取
り
組
み
、
活
動
を
記
録
し
、

こ
れ
を
基
と
し
て
さ
ら
な
る
Ｆ
Ｄ
の
推
進
を

図
り
、
さ
ら
に
は
学
科
の
将
来
目
標
検
討
の

資
料
と
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。
第

１
部
を
学
科
の
あ
ゆ
み
と
し
、
入
学
試
験
の

状
況
、
学
科
内
Ｆ
Ｄ
推
進
の
取
り
組
み
、
教

育
の
充
実
・
高
度
化
へ
の
取
り
組
み
、
就
職

支
援
活
動
な
ど
、
学
科
の
日
常
の
取
り
組
み

に
つ
い
て
ま
と
め
、
第
２
部
は
、
学
科
教
員

（
助
手
・
副
手
を
含
む
）
の
研
究
活
動
お
よ

び
社
会
に
お
け
る
活
動
に
つ
い
て
ま
と
め
て

い
る
。

（
文
責‥

短
期
大
学
部

食
物
栄
養
学
科

教
授

橋
本
俊
二
郎
）

中村学園大学は、平成１８年度に全学的な自己点検・評価を実施し、そ
の結果を基に平成１９年度に財団法人大学基準協会の大学評価（認証評
価）に申請し、評価を受けました。
その結果、平成２０年３月、同協会の定める大学基準に適合していると
の認定を受けました（認定期間は平成２０（２００８）年４月１日から平成２７
（２０１５）年３月３１日まで）。
評価結果の詳細については、本学のホームページをご覧ください。

学
生
表
彰

平
成
１９
年
度

総
合
Ｇ
Ｐ
Ａ
優
秀
者
表
彰

「
中
村
ハ
ル
育
英
奨
学
基
金
規
程
」
に
よ
る
、

平
成
１９
年
度
総
合
Ｇ
Ｐ
Ａ
優
秀
表
彰
者
が
左
記
の

と
お
り
決
定
し
ま
し
た
。
表
彰
者
に
は
学
位
記
授

与
式
当
日
、
表
彰
状
と
純
金
製
の
メ
ダ
ル
を
配
し

た
盾
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

大
学栄

養
科
学
部
栄
養
科
学
科

菊
井

聡
子

人
間
発
達
学
部
人
間
発
達
学
科

幼
児
発
達
学
専
攻

西
田

慧

流
通
科
学
部
流
通
科
学
科

松
下

加
奈

短
期
大
学
部

食
物
栄
養
科

福
岡

美
幸

家
政
経
済
科

田
籠
奈
都
美

幼
児
保
育
科

古
瀬
久
美
子

※
総
合
Ｇ
Ｐ
Ａ
と
は

本
学
は
、
教
育
改
革
の
一
環
と
し
て
、
学
生
の
学
業

成
績
に
Ｇ
Ｐ
（
グ
レ
イ
ド
・
ポ
イ
ン
ト
）
制
を
導
入

し
て
い
ま
す
。
学
生
の
成
績
は
、
優
・
良
・
可
・
不

可
と
し
て
評
価
さ
れ
ま
す
が
、
こ
の
評
価
を
優
（
特

優
４
点
・
優
３
点
）・
良
２
点
・
可
１
点
・
不
可
０
点

に
点
数
化
し
て
Ｇ
Ｐ
と
し
、
履
修
登
録
科
目
の
Ｇ
Ｐ

に
そ
れ
ぞ
れ
の
科
目
の
単
位
数
を
乗
じ
た
値
の
合
計

を
、
全
履
修
登
録
科
目
の
合
計
単
位
数
で
除
し
て
Ｇ

Ｐ
Ａ
（
グ
レ
イ
ド
・
ポ
イ
ン
ト
・
ア
ベ
レ
イ
ジ
）
を

算
出
し
ま
す
。
こ
の
数
値
で
、
１
単
位
当
た
り
ど
れ

だ
け
高
い
学
習
効
果
を
あ
げ
た
か
が
評
価
で
き
ま
す
。

平
成
１９
年
度
卒
業
学
生

表
彰
者

各
養
成
課
程
を
優
れ
た
成
績
で
卒
業
す
る
学
生

を
各
種
団
体
が
表
彰
し
て
い
ま
す
。
平
成
１９
年
度

は
左
記
の
と
お
り
決
定
し
ま
し
た
。

全
国
栄
養
士
養
成
施
設
協
会
会
長
表
彰

大
学栄

養
科
学
部
栄
養
科
学
科

酒
井

麻
衣

短
期
大
学
部

食
物
栄
養
科

吉
中

淳
子

全
国
保
育
士
養
成
協
議
会
会
長
表
彰

大
学

人
間
発
達
学
部
人
間
発
達
学
科

幼
児
発
達
学
専
攻

原
野

智
子

短
期
大
学
部

幼
児
保
育
科

木
村

麻
里

日
本
フ
ー
ド
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
協
会
会
長
表
彰

大
学栄

養
科
学
部
栄
養
科
学
科

辛
島

理
恵

短
期
大
学
部

食
物
栄
養
科

松
尾

未
来

ビ
ジ
ネ
ス
プ
ラ
ン
コ
ン
テ
ス
ト

女
子
学
生
賞
受
賞

流
通
科
学
部
３
年
生

の
二
宮
由
佳
さ
ん
が
、

フ
ジ
サ
ン
ケ
イ
・
大
和

証
券
グ
ル
ー
プ
女
性
起

業
家
支
援
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
の
「
ビ
ジ
ネ
ス
プ
ラ

ン
コ
ン
テ
ス
ト
」
に
お
き
ま
し
て
、「
女
子
学
生

賞
」
を
受
賞
し
ま
し
た
（
応
募
総
数
１
１
０
４
件
。

う
ち
学
生
は
４０
件
）。

１
次
・
２
次
の
書
類
選
考
、
３
次
の
面
接
選
考

を
勝
ち
抜
い
た
二
宮
さ
ん
は
、
東
京
で
お
こ
な
わ

れ
た
最
終
の
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
選
考
（
東
京

大
学
、
立
教
大
学
の
学
生
各
１
名
、
合
計
３
名
が

進
出
）
に
出
場
。
見
事
、
女
子
学
生
賞
の
栄
冠
を

勝
ち
取
り
ま
し
た
。

二
宮
さ
ん
が
応
募
し
た
事
業
プ
ラ
ン
は
「
１０
代

の
た
め
の
イ
ベ
ン
ト
Ｂ
Ｌ
Ｕ
Ｅ
Ｓ
Ｐ
Ｒ
Ｉ
Ｎ
Ｇ
」。

現
在
、
二
宮
さ
ん
が
統
括
責
任
者
と
し
て
活
動
し

て
い
る
ラ
イ
ブ
イ
ベ
ン
ト
の
企
画
・
運
営
（
毎
月

１
度
開
催
。
バ
ン
ド
・
ダ
ン
ス
な
ど
を
中
心
に
こ

れ
ま
で
２０
回
以
上
の
開
催
実
績
）
に
つ
い
て
ア

ピ
ー
ル
し
、
そ
の
学
生
ら
し
い
活
動
内
容
や
、
ビ

ジ
ネ
ス
プ
ラ
ン
と
し
て
損
失
を
出
し
て
い
な
い
こ

と
な
ど
が
評
価
さ
れ
ま
し
た
。

二
宮
さ
ん
は
、「
自
分
の
好
き
な
こ
と
に
対
し

て
行
動
を
起
こ
す
こ
と
、
ま
ず
は
そ
の
一
歩
を
踏

み
出
す
こ
と
が
大
切
。
そ
の
結
果
が
今
回
の
賞
に

つ
な
が
り
ま
し
た
」
と
コ
メ
ン
ト
し
て
い
ま
す
。

「食物栄養科のあゆみ」
第４号発刊

平成１９年度 最終講義

大学基準適合と認定されました―大学基準協会―

67

平成２０年１月１６日
大学 流通科学部
安部 文彦 教授

「一退任教授の研究軌跡
と今後の抱負」

平成２０年１月２２日
大学 栄養科学部
坂田 利家 教授

「肥満研究に魅せられて
４０年」

平成２０年１月２５日
大学 流通科学部
西岡 弘晃 教授

「中村学園大学・短大生
活３８年間の回顧と展望―
教育・研究・学務―」
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中村学園のホットな情報をお届けします！�

教員の出版物�

田中浩子 教授

受
託
研
究
・
研
究
助
成
等
採
択
状
況

那須信樹 准教授

教
職
員
の
動
き

教
員
表
彰

社
団
法
人
全
国
保
育
士
養
成
協
議
会

会
長
表
彰

田
中
浩
子
教
授
（
大
学
・
人
間
発
達
学
部
）

平
成
２０
年
２
月
、

田
中
浩
子
教
授
（
大

学
人
間
発
達
学
部
）

が
、
社
団
法
人
全
国

保
育
士
養
成
協
議
会

会
長
か
ら
表
彰
を
受

け
ま
し
た
。
こ
の
表
彰
は
、
永
年
に
わ
た
り
保
育

士
養
成
施
設
に
お
い
て
教
育
に
尽
力
さ
れ
、
多
大

な
貢
献
を
さ
れ
た
教
員
に
対
し
て
贈
ら
れ
る
も
の

で
す
。

子
ど
も
の
遊
び
場
に
関
わ
る
人
材

育
成
と
そ
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
に

よ
る
循
環
型
シ
ス
テ
ム
構
築
事
業

〈
研
究
者
〉
那
須

信
樹

准
教
授

（
短
期
大
学
部
・
幼
児
保
育
学
科
）

助
成
団
体
／
松
下
電
器
産
業
株
式
会
社

助
成
金
名
称
／
Ｐ
ａ
ｎ
ａ
ｓ
ｏ
ｎ
ｉ
ｃ

Ｎ
Ｐ
Ｏ
サ
ポ
ー
ト
フ
ァ
ン
ド

助
成
金
額
／
１
、０
０
０
、０
０
０
円

福
岡
県
内
に
所
在

す
る
大
学
の
学
生
を

対
象
に
、
子
ど
も
の

遊
び
場
（
プ
レ
ー

パ
ー
ク
）
の
ス
ペ

シ
ャ
リ
ス
ト
育
成
を

主
た
る
目
的
と
し
た
研
究
事
業
で
あ
る
。
と
り
わ

け
、
学
生
自
身
の
遊
び
場
で
の
多
様
な
体
験
を
重

視
し
、
学
生
同
士
が
そ
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
中
で
、

互
い
の
子
ど
も
観
・
遊
び
観
を
共
有
し
、
子
ど
も

と
い
う
存
在
、
あ
る
い
は
遊
び
そ
の
も
の
の
意
味

を
問
い
直
し
て
い
く
こ
と
が
で
き
る
サ
ポ
ー
ト
体

制
の
構
築
を
図
っ
て
い
く
。
併
せ
て
、
福
岡
県
内

に
所
在
す
る
地
域
の
各
団
体
と
の
連
携
の
も
と
、

子
ど
も
の
育
ち
を
軸
と
し
た
環
境
づ
く
り
、
ま
ち

づ
く
り
へ
の
提
言
等
を
行
っ
て
い
く
。

採
用
人
事
（
平
成
２０
年
４
月
１
日
付
）

教
授（
大
学
栄
養
科
学
部
）

森
山

耕
成

准
教
授（
大
学
栄
養
科
学
部
）

萩
尾
久
美
子

常
勤
助
手（
大
学
栄
養
科
学
部
）

満
屋

香
織

常
勤
副
手（
大
学
栄
養
科
学
部
）

江
口

明
奈

常
勤
副
手（
大
学
栄
養
科
学
部
）

蒲
池

桃
子

常
勤
副
手（
大
学
栄
養
科
学
部
）

岸
田

玲
奈

常
勤
副
手（
大
学
栄
養
科
学
部
）

林

梨
恵

常
勤
副
手（
大
学
栄
養
科
学
部
）

峰

歩
美

常
勤
副
手（
大
学
栄
養
科
学
部
）

八
住
香
代
子

常
勤
副
手（
大
学
栄
養
科
学
部
）

脇
本

麗

講
師（
大
学
人
間
発
達
学
部
）

石
黒
万
里
子

講
師（
大
学
人
間
発
達
学
部
）

山
田

朋
子

教
授（
大
学
流
通
科
学
部
）

浅
岡

由
美

教
授（
大
学
流
通
科
学
部
）

甲
斐

諭

講
師（
大
学
流
通
科
学
部
）

徐

涛

講
師（
大
学
流
通
科
学
部
）

田
多
良
俊
樹

教
授（
短
期
大
学
部
食
物
栄
養
学
科
）

秀
平
キ
ヨ
ミ

常
勤
副
手（
短
期
大
学
部
食
物
栄
養
学
科
）

今
井
な
お
子

常
勤
副
手（
短
期
大
学
部
食
物
栄
養
学
科
）

大
屋

佳
織

常
勤
副
手（
短
期
大
学
部
食
物
栄
養
学
科
）

佐
々
木
久
美

常
勤
副
手（
短
期
大
学
部
食
物
栄
養
学
科
）

中
川

優
子

教
授（
短
期
大
学
部
キ
ャ
リ
ア
開
発
学
科
）

小
野

浩
二

教
務
課
課
員

白
濱

裕
介

学
事
課
課
員

国
崎

恵
子

労
務
職
員（
庶
務
課
分
室
）

今
泉

寿
男

大
学
付
属
壱
岐
幼
稚
園

常
勤
講
師

田
中

陽
子

平
成
２０
年
度
役
職
者

学
長（
大
学
・
短
期
大
学
部
）

藤
本

淳

大
学
院
栄
養
科
学
研
究
科
長

太
田

英
明

大
学
院
人
間
発
達
学
研
究
科
長

柳

治
男

大
学
院
流
通
科
学
研
究
科
長

佐
原

寛
二

栄
養
科
学
部
長（
大
学
）

吉
岡

慶
子

栄
養
科
学
部
長
補
佐（
大
学
）

青
峰

正
裕

人
間
発
達
学
部
長（
大
学
）

福
田

伸
光

人
間
発
達
学
部
長
補
佐（
大
学
）

相
良

康
弘

流
通
科
学
部
長（
大
学
）

財
部

忠
夫

流
通
科
学
部
長
補
佐（
大
学
）

福
永

吉
徳

短
期
大
学
部
長

橋
本
俊
二
郎

食
物
栄
養
学
科
主
任（
短
期
大
学
部
）

小
田

隆
弘

キ
ャ
リ
ア
開
発
学
科
主
任（
短
期
大
学
部
）

清
水

誠

幼
児
保
育
学
科
主
任（
短
期
大
学
部
）

久
富
さ
よ
子

図
書
館
長

藤
田

守

薬
膳
科
学
研
究
所
長

内
山

文
昭

流
通
科
学
研
究
所
長

甲
斐

諭

大
学
付
属
あ
さ
ひ
幼
稚
園
長

井
上

寛
七

大
学
付
属
壱
岐
幼
稚
園
長

松
尾

智
則

昇
任
・
昇
格
・
配
置
換
え
等
人
事

（
平
成
２０
年
４
月
１
日
付
）

◎
昇
任
・
昇
格
人
事

教
授（
大
学
）

片
山

富
弘（
大
学

准
教
授
）

教
授（
大
学
）

佐
々
木
美
智
子（
大
学

准
教
授
）

准
教
授（
大
学
）

木
原
美
樹
子（
大
学

講
師
）

准
教
授（
大
学
）

朴

晟
材（
大
学

講
師
）

准
教
授（
大
学
）

柳
澤
さ
お
り（
大
学

講
師
）

講
師（
大
学
）

大
和

孝
子（
大
学

助
教
）

常
勤
助
手（
大
学
）

相
島
英
津
子（
大
学

常
勤
副
手
）

准
教
授（
短
期
大
学
部
）

古
賀

和
博（
短
期
大
学
部

講
師
）

講
師（
短
期
大
学
部
）

内
田

和
宏（
短
期
大
学
部

助
教
）

助
手（
短
期
大
学
部
）

栗
木

紘
美（
短
期
大
学
部

副
手
）

常
勤
助
手（
短
期
大
学
部
）

薮
下

美
幸
（
短
期
大
学
部

常
勤
副
手
）

学
部
・
大
学
院
事
務
室
室
長

芹
田

英
樹（
学
事
課
係
長
）

教
務
課
係
長

馬
場

丈
晴（
教
務
課
課
員
）

◎
常
勤
教
職
員
か
ら
専
任
教
職
員
へ
の
人
事

助
手（
大
学
）

田
村

孝
洋（
大
学

常
勤
助
手
）

助
手（
大
学
）

藤
瀬

朋
子（
大
学

常
勤
助
手
）

助
手（
大
学
）

森
田
真
紀
子（
大
学

常
勤
助
手
）

助
手（
大
学
）

山
口

孝
治（
大
学

常
勤
助
手
）

◎
配
置
換
え
人
事

法
人
本
部
財
務
部
係
長

角
野

毅（
管
財
課
係
長
）

学
部
・
大
学
院
事
務
室
室
員

勝
見

哲
也（
事
務
局
長
付
課
員
）

学
部
・
大
学
院
事
務
室
室
員

加
藤

由
紀（
学
事
課
課
員
）

学
部
・
大
学
院
事
務
室
室
員

久
保
田
玲
子（
学
事
課
課
員
）

学
部
・
大
学
院
事
務
室
室
員

佐
藤

順
子（
学
事
課
課
員
）

学
部
・
大
学
院
事
務
室
室
員

塩
田
千
恵
子（
学
事
課
課
員
）

学
部
・
大
学
院
事
務
室
室
員

楢
原

弘
子（
学
事
課
課
員
）

学
部
・
大
学
院
事
務
室
室
員

松
村

沙
織（
学
事
課
課
員
）

退
職
人
事
（
平
成
２０
年
３
月
３１
日
付
）

教
授（
大
学
）

安
部

文
彦

教
授（
大
学
）

坂
田

利
家

教
授（
大
学
）

西
岡

弘
晃

教
授（
大
学
）

山
田

達
雄

准
教
授（
大
学
）

田
中

幸
代

准
教
授（
大
学
）

村
上

正
代

助
手（
大
学
）

大
仁
田
あ
ず
さ

助
手（
大
学
）

加
藤

悠

助
手（
大
学
）

小
宮

朋
子

常
勤
助
手（
大
学
）

山
下
あ
す
香

常
勤
副
手（
大
学
）

小
野

美
咲

常
勤
副
手（
大
学
）

山
口

祐
美

教
授（
短
期
大
学
部
）

城
田

知
子

助
手（
短
期
大
学
部
）

衛
藤

千
佳

常
勤
副
手（
短
期
大
学
部
）

小
�
な
お
み

学
事
課
課
員

牛
島

誠

著者は、本学教員のみ記載
（ ）内は出版社、発行年月

◆「今日の
治療指針」

中野修治共著
（大学・栄養科学部・教授）

（医学書院／平成２０年１月）

◆「NPOと公共サービス
－政府と民間のパートナーシップ－」
森 康博共訳

（短期大学部・幼児保育学科・教授）

（ミネルヴァ書房／平成１９年１２月）

◆「医をめぐる
自己決定」

小阪康治共著
（短期大学部・キャリア開発学科・教授）

（成文堂／平成１９年１２月）

◆「人体の構造と機能および疾病の成り立ち
－疾病の成因・病態・診断・治療－」
津田博子共著

（大学・栄養科学部・教授）

（医歯薬出版／平成１９年１２月）

◆「ふるさとの食」

松隈紀生共著
（短期大学部・食物栄養学科・教授）

（海鳥社／平成２０年２月）
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